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困難極まる救援復旧活動 

職員の派遣はじまる 

募金活動へのご協力を 

日本共産党市会議員団も募金を呼びかけています 

 

【口座振込】 

  口 座：三井住友銀行 兵庫県庁出張所 

普通 ３２９４６０２ 

名 義：令和６年能登半島地震兵庫県義援金募集委員会 

【募金箱の設置場所】（全 10 箇所設置） 

  西宮市役所本庁舎 総合案内所、第二庁舎４階 危機管理室 

鳴尾支所、瓦木支所、甲東支所、塩瀬支所、山口支所、 

アクタ西宮ステーション 夙川市民サービスセンター、 

上甲子園市民サービスセンター 

●災害関連死を出さないためのあらゆる手だての抜本的強化 

●住宅などの危険度判定の速やかな実施、二次被害防止に万全を

期す 

●津波被害や液状化の早期実態把握と地域ごとのニーズに即し

た支援の強化 

●漁業者を含めた地場産業の被害把握、再建へ向けた支援 

兵庫県実施の義援金の受付方法 

緊急に求められる支援 

支援の遅れは許されません 

【日本共産党が政府に要求している内容】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議員報酬を５％削減 

【日本維新の会 西宮市議団】 

ありめ こうへい  今泉 ゆうた  江良 健太郎  多田 裕（幹事長）  浜口 ひとし 

前島 のぶなが  前田 しゅうじ  渡辺 けんじろう（幹事） 

【公明党議員団】 

大川原 成彦（幹事）  大原 智  しげひさ 大学  松田 しげる  松山 かつのり（幹事長） 

山口 まゆみ  山田 ますと 

【市民クラブ】 

おくの 尚美  河崎 はじめ  田中 あきよ（幹事）  中尾 孝夫  花岡 ゆたか（幹事長） 

宮本 けいこ 

【会派・ぜんしん】 

おおさこ 純司郎  菅野 雅一  草加 智清  澁谷 祐介（幹事長）  たかの しん（幹事） 

八木 米太朗 

【啓誠会】（２０２３年１１月２１日結成） 

川村 よしと  坂上 明  坂本 龍佑（幹事長）  田中 正剛  松本 たかゆき 

【日本共産党西宮市会議員団】 

庄本 けんじ  野口 あけみ（幹事長）  三好 さつき 

【あなたの声を市政に！】（２０２３年１２月１８日結成） 

佐野 ひろみ  村上 ひろし（幹事長）  よつや 薫 

【無所属】 

一色 風子  牧 みゆき  森 けんと 

新しい会派が結成され、会派構成が変わりました 

 １２月議会では、議員報酬に関する２つの議案が提出され、賛成多数で可決されました。 

 
一つは、２０２４年５月から２０２５年３月までの当面１１か月間、５つの常任委員会（総務・民生・健康福祉・教育こども・

建設）の委員長と副委員長の職に対する報酬の加算をおこなわないこととする条例です。２０２５年度以降は、廃止の方向での議

論が引き続きおこなわれることになっています。 

 
 報酬加算の廃止について、日本共産党市議団は、長年にわたってくりかえし提案してきたことです。このたびの議案は一年限り

の提案ではありますが、それはそれで大きな一歩だと評価し、議案の提案者にもなり、賛成しました。議会運営委員会の委員長と

副委員長の報酬加算は、そのままです。報酬加算は、すべて廃止すべきです。 

 

常任委員会委員長（２万円）と副委員長（５千円）の報酬加算を１１か月支給停止 

党議員団の提案＝報酬加算はすべて廃止すべき 

議員報酬など５％削減（当面一年間） 
 もう一つの議案は、議員報酬の減額をおこなう条例提案です。内

容は、当面一年の期間限定の提案で、２０２４年４月から２０２５

年３月までの間、議長、副議長、議員報酬の５％削減、議会運営委

員会と特別委員会の委員長と副委員長の加算額の５％削減をおこ

なうというものです。 

 
 党議員団はこれまでも報酬の削減を主張し続けてきました。現在

の西宮市の議員報酬は、２０２２年１２月の時点で、中核市６２市

のなかで第２位という高い水準にあります。せめて、中核市の平均

並みとすべきと考え、現時点では１０％削減が適切との立場です。

しかし、そこまでには至らずとも、議員報酬削減に踏み込むことの

一点に限って評価し、賛成しました。提案者の趣旨説明では、市の

財政状況が「厳しい」から削減すると強調されていますが、日本共

産党議員団はそうした立場に立つものではありません。市民の理解

と納得が報酬額を決める大事な基準であるべきだとの立場です。 

党議員団の提案＝１０％の報酬削減 

なぜ、この陳情を 

不採択にする？ 
「尊厳ある介護が受けられることを求める」 

 「尊厳ある介護が受けられることを求める」陳情

が１２月議会に提出され、健康福祉常任委員会で審

議されましたが、賛成が得られず不採択となりまし

た。党市議団は、もちろん賛成です。 

 陳情は、①介護保険料を上げないこと、②介護サ

ービスの自己負担を増やさないよう国に求めるこ

と、③介護従事者の待遇を改善するため、給与の上

乗せを含む独自の支援制度をつくること、を求めて

います。当然の要求ですが、委員会では「維新の会」

「ぜんしん」「公明党」が反対を表明、「市民ク」は

結論を得ずとの態度を表明し、採択に加わりません

でした。 


